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社
会
保
険
労
務
士
に
関
す
る
質
問
主
意
書

人
事
労
務
管
理
の
個
別
化
や
雇
用
形
態
の
変
化
等
に
伴
い
、
個
々
の
労
働
者
と
事
業
主
と
の
間
の
紛
争
が
増
加
し
て
い
る
。

現
下
の
厳
し
い
経
済
・
雇
用
情
勢
を
鑑
み
る
と
、
個
別
労
働
関
係
紛
争
が
今
後
急
激
に
減
少
し
て
い
く
と
は
考
え
に
く
く
、
今

後
も
増
加
傾
向
が
続
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
し
た
中
、
紛
争
の
迅
速
か
つ
的
確
な
解
決
を
図
る
た
め
に
は
、
労
働
に
関
す

る
専
門
家
で
あ
る
社
会
保
険
労
務
士
の
活
用
を
促
進
す
る
こ
と
が
有
用
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
以
下
の
点
に
つ

き
、
質
問
す
る
。

一

個
別
労
働
関
係
紛
争
の
解
決
手
段
と
し
て
は
、
裁
判
制
度
の
ほ
か
、
都
道
府
県
労
働
局
の
紛
争
調
整
委
員
会
に
お
け
る

あ
っ
せ
ん
等
の
個
別
労
働
関
係
紛
争
解
決
制
度
や
労
働
審
判
制
度
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。
現
在
、
社
会
保
険
労
務
士
の
う

ち
、
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
研
修
を
修
了
し
、
紛
争
解
決
手
続
代
理
業
務
試
験
に
合
格
し
、
か
つ
、
そ
の
旨
の
付
記
を
受

け
た
社
会
保
険
労
務
士
（
特
定
社
会
保
険
労
務
士
）
は
、
都
道
府
県
労
働
局
の
行
う
あ
っ
せ
ん
の
手
続
の
代
理
、
都
道
府
県

労
働
委
員
会
が
行
う
あ
っ
せ
ん
の
手
続
の
代
理
等
の
業
務
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

�

特
定
社
会
保
険
労
務
士
の
業
務
に
つ
い
て
、
個
別
労
働
関
係
紛
争
に
お
け
る
簡
易
裁
判
所
で
の
訴
訟
代
理
権
、
地
方
裁

判
所
以
上
の
審
級
に
お
け
る
出
廷
陳
述
権
、
労
働
審
判
に
お
け
る
代
理
権
に
ま
で
拡
大
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
前
回
の
質

一



問
主
意
書
に
対
す
る
答
弁
書
（
内
閣
衆
質
一
七
四
第
五
六
四
号
、
以
下
「
前
回
答
弁
書
」
と
い
う
。
）
で
は
「
現
在
全
国

社
会
保
険
労
務
士
会
連
合
会
が
行
っ
て
い
る
実
績
調
査
の
結
果
も
踏
ま
え
」
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
い
る
が
、

当
該
実
態
調
査
の
結
果
及
び
こ
れ
に
対
す
る
政
府
の
考
え
を
示
さ
れ
た
い
。

�

個
別
労
働
関
係
紛
争
に
係
る
社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る
裁
判
外
紛
争
解
決
手
続
が
不
調
に
終
わ
り
、
簡
易
裁
判
所
で
の

訴
訟
手
続
に
移
行
す
る
場
合
に
、
社
会
保
険
労
務
士
に
は
訴
訟
代
理
権
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
代
理
人
と
し
て
当

該
訴
訟
に
関
与
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
依
頼
者
の
利
便
性
を
損
ね
て
お
り
、
社
会
保
険
労
務
士
に
対
し
簡
易
裁
判
所
で
の

訴
訟
代
理
権
を
付
与
す
べ
き
と
考
え
る
。
平
成
二
十
二
年
十
二
月
十
日
に
公
表
さ
れ
た
「
規
制
改
革
推
進
の
た
め
の
三
か

年
計
画
等
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
結
果
に
つ
い
て
」
（
以
下
「
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
結
果
」
と
い
う
。
）
で
は
「
簡
易
裁
判
所

に
お
け
る
訴
訟
代
理
を
認
め
る
必
要
性
等
を
見
極
め
つ
つ
、
訴
訟
代
理
を
的
確
に
行
う
た
め
の
専
門
能
力
の
確
保
、
そ
の

認
定
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
る
」
と
し
て
い
る
が
、
現
在
の
検
討
状
況
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

労
働
審
判
に
お
け
る
社
会
保
険
労
務
士
へ
の
代
理
権
の
付
与
に
つ
い
て
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
結
果
で
は
「
労
働
審
判
の

代
理
権
を
認
め
る
必
要
性
等
を
見
極
め
つ
つ
、
訴
訟
代
理
を
的
確
に
行
う
た
め
の
専
門
能
力
の
確
保
、
そ
の
認
定
の
在
り

方
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
る
」
と
し
て
い
る
が
、
現
在
の
検
討
状
況
を
示
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
社
会
保
険
労
務
士
へ
の
地

二



方
裁
判
所
以
上
の
審
級
に
お
け
る
出
廷
陳
述
権
の
付
与
に
関
す
る
現
在
の
検
討
状
況
に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

二

社
会
保
険
労
務
士
試
験
に
つ
い
て
、
平
成
二
十
二
年
度
試
験
か
ら
国
家
公
務
員
採
用
�
種
試
験
や
司
法
書
士
試
験
等
の
合

格
者
に
も
受
験
資
格
が
認
め
ら
れ
る
な
ど
受
験
資
格
が
拡
大
さ
れ
て
い
る
。
社
会
情
勢
の
変
化
に
伴
い
社
会
保
険
労
務
士
の

業
務
範
囲
が
拡
大
す
る
中
、
よ
り
質
の
高
い
社
会
保
険
労
務
士
を
輩
出
す
る
た
め
の
望
ま
し
い
受
験
資
格
の
在
り
方
に
つ
い

て
、
政
府
の
基
本
的
考
え
方
を
伺
う
。
ま
た
、
個
別
労
働
関
係
紛
争
に
係
る
代
理
業
務
な
ど
、
社
会
保
険
労
務
士
に
求
め
ら

れ
る
新
た
な
役
割
を
踏
ま
え
た
試
験
の
方
法
や
試
験
科
目
と
い
っ
た
試
験
制
度
の
あ
る
べ
き
姿
に
つ
い
て
政
府
の
考
え
を
伺

う
。

三

一
人
法
人
制
度
の
創
設
に
つ
い
て

�

現
在
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
社
会
保
険
労
務
士
の
「
一
人
法
人
」
に
つ
い
て
、
前
回
答
弁
書
で
は
、
一
人
法
人
の
デ
メ

リ
ッ
ト
と
し
て
、
「
社
会
保
険
労
務
士
の
死
亡
時
や
廃
業
時
に
お
け
る
顧
客
へ
の
継
続
的
な
対
応
に
問
題
が
生
じ
る
こ

と
」
を
挙
げ
て
い
る
が
、
こ
の
問
題
は
一
人
法
人
化
に
よ
り
生
ず
る
問
題
で
は
な
く
、
社
会
保
険
労
務
士
一
人
で
運
営
し

て
い
る
個
人
事
務
所
に
お
い
て
も
起
こ
り
う
る
問
題
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
別
途
検
討
す
べ
き
課
題
で
あ
る
と
考
え
る

が
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

三



�

法
人
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
事
務
所
資
産
と
個
人
資
産
と
の
分
離
が
図
ら
れ
る
等
の
様
々
な
メ
リ
ッ
ト
に
鑑
み
れ
ば
、

法
人
化
を
進
め
る
た
め
設
立
要
件
を
緩
和
し
、
一
人
法
人
制
度
を
創
設
す
べ
き
と
考
え
る
。
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
結
果
で
は

「
実
態
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、
必
要
に
応
じ
さ
ら
な
る
実
態
把
握
等
を
行
い
つ
つ
、
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
の
双
方

を
十
分
に
勘
案
し
つ
つ
検
討
を
進
め
る
」
と
し
て
い
る
が
、
現
在
の
検
討
状
況
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
平
成
二

十
一
年
三
月
三
十
一
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
規
制
改
革
推
進
の
た
め
の
三
か
年
計
画
（
再
改
定
）
で
は
、
「
可
能
な
限
り

早
期
に
結
論
を
得
る
。
」
と
し
て
い
る
が
、
い
つ
ま
で
に
結
論
を
出
す
の
か
具
体
的
な
期
日
を
示
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

四


